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－千里ライフサイエンス新適塾－ 
「難病への挑戦」第２４回会合 

 

「 試験管内で腎臓を創る 」 

講師 西中村 隆一 （にしなかむら りゅういち） 

熊本大学 発生医学研究所 

腎臓発生分野 

教授 
 

日時 ２０１５年１１月２日（月） １８：００～２０：００ 
 

場所 千里ライフサイエンスセンタービル 

講演会 ８階 ８０１・８０２号室  （１８：００～１９：００）  

懇親会 ７階 ７０１号室  （１９：００～２０：００） 
 

講演・懇親会ともに参加費無料 

別紙－１ 
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試験管内で腎臓を創る 

熊本大学 発生医学研究所 

腎臓発生分野 

教授 西中村 隆一 

腎不全による人工透析患者数は増加する一方で 31万人となり、その医療費は年間１

兆円を越えている。腎移植が腎不全の唯一の根治的治療だが、ドナー不足に悩まさ

れている。このような現状の一方で、腎臓のような３次元臓器を作ることは極めて

困難とされてきた。腎臓を創るには腎臓がどうやって発生するかを知ることが必要

である。腎臓は後腎間葉と尿管芽という二つの胎児組織の相互作用によって形成さ

れ、前者から糸球体や尿細管というネフロン（腎臓の最小機能単位）が作られる。

我々はカエル及びマウスを用いて、後腎間葉に発現する核内因子 Sal l1 が腎臓発生

に必須なこと、後腎間葉中に Sal l1 陽性の多能性ネフロン前駆細胞が存在すること

を報告した。このネフロン前駆細胞は発生初期の中間中胚葉に由来するとされてき

た。しかし我々は、ネフロン前駆細胞が実は胎児後端部に存在する特殊な細胞集団

に由来することを見いだした。そこで、マウス胎仔からこの細胞集団を採取し試験

管内で培養することによって、ネフロン前駆細胞まで分化誘導することに成功した。

これはWnt による後方化、アクチビンとレチノイン酸による系譜選択、そして Fgf9

による成熟の３ステップからなるものである。これをもとに、マウス ES 細胞からネ

フロン前駆細胞を誘導する計５ステップの培養法を確立した。このネフロン前駆細

胞は Wnt による刺激によって、試験管内で多数の糸球体および尿細管を形成するこ

とができた。さらにヒト iPS 細胞からも、ほぼ同じプロトコールを用いて、３次元

の糸球体および尿細管構造を高効率に誘導することに成功した。18 年を費やして得

られたこれらの成果は、試験管内でのヒト疾患の病態再現に貢献するとともに、多

能性幹細胞から腎臓そのものの構築につながることが期待される。誘導したヒト糸

球体のより詳細な解析も進んでおり、その最新知見を紹介する。しかし一方で、現

時点で誘導できる腎臓組織は未熟で小さく、機能を持たない。これらの問題点を今

後どう解決していくかについても議論したい。 
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【講師学歴/職歴】 

1987年 東京大学医学部医学科卒業 

1993年 米国 DNAX 研究所 客員研究員 

1996年 東京大学大学院医学系研究科 博士課程修了 

2000年 東京大学医科学研究所 客員助教授 

2004年 熊本大学発生医学研究センター 細胞識別分野 教授 

2009年 熊本大学発生医学研究所 腎臓発生分野 教授 

2010年 熊本大学発生医学研究所 副所長 兼任 
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